
2023年度　微分方程式 I（担当：松澤 寛） レポート No.03

学科（コース）・プログラム 学籍番号 氏名

1. 次の問に答えよ．

(1) 区間 I = [a, b] で定義された２つの関数 u(x), v(x) が線形独立である，線形従属であるこ
との定義をそれぞれ述べよ．

(2) ２つの微分可能な関数 u(x), v(x) のロンスキアンとは何か述べよ．

2. 次の微分方程式の一般解あるいは特殊解 ((6)のみ)を求めよ．

(1) y′′ + 3y′ + 2y = 0 (2) y′′ − 3y′ = 0

(3) y′′ + 2y′ + 10y = 0 (4) y′′ + 4y′ + 4y = 0

(5) y′′ − 4y′ + 7y = 0 (6) y′′ + y′ + 1
4
y = 0 (y(0) = 2, y′(0) = 1)

3. 次の微分方程式の一般解を求めよ．

(1) y′′ − 4y′ + 4y = 5e−3x (2) y′′ − 2y′ − 3y = 3x− 1

(3) y′′ − 2y′ + 5y = 2 sin 3x (4) y′′ − 4y′ + 3y = e3x

4. 次の問いに答えよ．

(1) y′′ − 3y′ + 2y = 0 の一般解を求めよ．
(2) y′′ − 3y′ + 2y = e−x の１つの解を求めよ．
(3) y′′ − 3y′ + 2y = e2x の１つの解を求めよ．
(4) y′′ − 3y′ + 2y = e−x − e2x の一般解を求めよ．

5. 定数変化法により次の微分方程式の一般解を求めよ．

y′′ − 6y′ + 9y = e3x log x

6. 次の問いに答えよ．

(1) 微分方程式 x2y′′ − 2xy′ + 2y = 0 の一般解を求めよ．
(2) 定数変化法を用いて微分方程式 y′′ − 2

x
y′ + 2

x2 y = x log x の一般解を求めよ．
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